
修士 42年入学 指導担当講座 研 究 テ ー マ

宣 寿 山 地 語 学

修士 45年入学

松 本 園 子 人文地理学

小 林 寧 地 誌 学

伺 芳 子 人文地理学

§教官の学内役職

渡辺先生

松井先生

浅井先生

浅海先生

式 先生

正井先生

人文地誌の研究

-ウメタイプにみられる都市化

日本地誌の研究

工業立地論一工業地域の再開発

地理学科主任,4年生補導委員,紀要編集委員

5年生補導委員,図書館運営委員,図書選定委員

1年生補導委員,学生委員

1年生補導委員,建物委員

4年生補導委員,鯨海学習施設準備委鼻.一般教育委員

2年生補導委員

教務補佐員の績鼻q･､ ･･.従来の副手に担当する役職であって･今年産から各講座毎にそれぞれつ

くことになったO配麿は以下Z)通 Dである.

和田とく子 (女高師昭24卒)自然地理学および図番塵理

小林 音信 (法政大学修士 1年)自然地理学

山崎 民子 (本学昭42卒)人文地理学

馬場由美子 (本学修士昭45卒)地誌学および空中写其整理

林原 陽子 (本学修士昭45卒)地誌学

:) 学 会 威 係

4月 6- 9日, 1968年度日本地哩学会が開催されたo d･7日は法政大学 62年館において

地形 ･陸水･気候 49,土地利用･都市 ･農薬･経済 ･地図等 40の研究発表が行われ,岩下茂子

氏 (第 12回生)が ｢棚断面形からみた扇状地の地下水と地形との関係｣を発表 した｡続 く8･9

日のエクスカー･シヲソは,相模野 ･大磯丘陵地域の第四紀テフラと地形発達,横浜市域における経i

済社会の変貌と地域計画,南房総の農漁業.の5班托分けて行われた｡

秋季大会は, 10月 5- 9日,鳥取大学において開催され. ｢海岸砂丘 - その自然と開発｣と

｢後進地域の地域開発｣の2つのシンポジウム (7日) と,それらに関係した巡検 ((1)大山｡米子
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･出雲方軌 (2)大山･岡山県北部地方)が行われる予定で一般の研究発表は行われをいO

九学会連 合大会は 6月 1-2日,東大理学部2号館講堂において開催され, 41年度から続け ら

れている共同調査 '利根川 pについて研究発表及び共同討議が行われたo

Z .α.U.第 21回国際地理学会議,第 12回総会が 11月～ 12月にニューデ リーを中心 と

してインド各地で開催される｡本学からは渡辺光教授,式正英 ･正井奉天両助教授が参加の予定｡

七j 同 患 会 商 係

1967年 11月 19日 (日),松井勇先生還暦祝賀会が桜蔭会館において,先生御夫妻を中心

に飯本信之,赤木健,多田文男,保柳睦嚢,木内倍蔵,鴇瀬良明,吉崎忠次,吉川虎雄,戸谷洋,

大和田順子,原高別の諸先生及び本学地理教室の各先生方と月山さん,女高師時代松井先生にお教

え頂いた昭和 25- 26年率生 14名,同窓生 (1- 15回生) 42名,合計 72名の出席のもと

に盛大に行われた.それに先だち,記念品代として募 られていた寄附金は 10万円を越 し,松井先

生には銀製のコーヒ-セット,ティースプーン･ケーキ7オークセ,トの記念品が,夫人にはリグィ

ングウェア,シ ョールが祝賀会の席上で贈 られた｡尚,例年行っている地理学科同窓会を兼ねたの

で,祝賀会開始前に前E｡j(窮 占回)の同窓会及び41年度の会計報告が行われた｡

1968年 6月2日 (日),第 6E,,j生の卒業 10周年記念クラス会が恩師を招待して浅草の トン

カツ屋モモタロウで開かれた.出席者は鮫本先生,松井先生,卒業生9名｡ 10年経ち,環境の変

化はあってもそれぞれの人間は学生時代 と余 b変 らず,中共の文化革命,アメリカの人種間題の話

たどの体験談も入9,皆で楽 しいひとときを過 した｡

渡辺教授損官記念会予告

渡辺光教授は来 々年昭和 45年5月で停年御退官に夜られる｡､これを機会に.寮内はもとよb広i
･tulヽ- 叫上

く地理学界に貢献されている先生の御功績にお報いする為に,徴好奇がち記念事業を計画すること

に.した｡未年7月からその準備のために学内に準備委員会を設軌 18月末には内外ゐ関係者計 58
1＼

名による実行委員会を発足させた｡更に渡辺教授の弟子 ･灘AJ･--腐係者をど広い範囲に賛同を得た

い,と考えている｡

内容は. 1.記念パーティー 昭和45年 4月開催 (日どb未定 1 2･記念品贈呈 5･記念出版物

の刊行の 5件 を予定 している｡お茶の水地理 11号 (於号)は卒業生諸姉の献呈論文を中心にした

特輯号にそるであろ う｡ この事業を通 じて学内的には渡辺教授の念願であられ る教室の縦の靭帯の

強化に役立つよう学外的には地理学界に稗益するようをよい仕事に怒ることを願望する｡

(式 正英 記 1
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